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か
つ
て
「
汚
く
危
険
」
の
代
名
詞
だ

っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
は
、
今

は
「
き
れ
い
で
安
全
」
と
変
身
し
て
い

ま
す
。そ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

「
落
書
き
の
あ
る
車
両
は
、
一
両

も
走
ら
せ
な
い
」
と
い
う
地
下
鉄

総
裁
の
宣
言
で
し
た
。
つ
ま
り
、

営
業
終
了
か
ら
始
発
ま
で
に
す
べ

て
の
車
両
の
落
書
き
を
消
し
、
消

し
き
れ
な
け
れ
ば
新
し
い
車
両
を

走
ら
せ
る
な
ど
し
て
徹
底
し
た
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
の
世
論
は
「
沈
没
し
つ
つ

あ
る
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
船
長
が
、
モ

ッ
プ
で
甲
板
掃
除
を
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
」
と
、
総
裁
を
冷
笑
し
ま
し
た
が
、

方
針
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
数
カ
月
も
す

る
と
、
横
行
し
て
い
た
キ
セ
ル
乗
車
も

犯
罪
も
激
減
し
、
地
下
鉄
を
敬
遠
し
て

い
た
お
客
も
も
ど
っ
て
き
た
の
で
す
。

た
か
が
「
落
書
き
消
し
」、
さ
れ
ど
「
落

書
き
消
し
」。

　

こ
の
経
験
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、

ど
ん
な
に
深
刻
な
課
題
も
、「
小
さ
な
よ

き
習
慣
」
を
何
か
ひ
と
つ
、「 
倦 
ま
ず
・

う

た
ゆ
ま
ず
・
あ
き
ら
め
ず
」
実
行
し
続

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
解
決
可
能

だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
悪
循
環
か

ら
抜
け
出
し
、
元
気
を
と
り
も
ど
す
た

め
に
は
、
何
で
も
い
い
、
忘
れ
て
い
た

「
小
さ
な
よ
き
習
慣
」
に
気
づ
き
、
今

日
か
ら
そ
れ
を
愚
直
に
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

歩
き
タ
バ
コ
に
ポ
イ
捨
て
、
放
置
自

転
車
や
無
灯
火
、
守
ら
れ
な
い
ゴ
ミ
出

し
ル
ー
ル
な
ど
が
、
最
近
区
に
寄
せ
ら

れ
る
苦
情
の
多
い
も
の
で
す
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
に
反
す
る
小
さ
な

行
為
の
積
み
重
ね
が
、
ま
ち
を
汚
し
、

犯
罪
を
増
や
し
、
そ
の
悪
循
環
が
地
域

を
住
み
に
く
く
し
、
町
か
ら
元
気
も
活

力
も
奪
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
区
で
は
、
路
上
喫
煙
の
罰
則

適
用
を
含
め
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条

例
が
、「
小
さ
な
よ
き
習
慣
」
を
復
活
さ

せ
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
愛
煙
家
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
お
願
い
し
ま
す
。

た
か
が「
落
書
き
」、

さ
れ
ど

杉
並
区
長

手
続
き
の
方
法

　

電
話
で
地
域
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
必
要
書
類
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

寄
付
申
請
書
は
返
信
用
封
筒

で
ご
返
送
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
納
付
書
で
区
役
所
ま
た
は

お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で
お

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

　

現
金
を
窓
口
に
お
持
ち
い
た

だ
く
場
合
は
、
地
域
課
（
区
役

所
西
棟
七
階
）
ま
た
は
区
民
事

務
所
地
域
活
動
係
ま
で
、
寄
付

申
請
書
と
と
も
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

税
制
上
の
優
遇
措
置

　

こ
の
基
金
に
ご
協
力
い
た
だ

く
と
、
寄
付
金
控
除
等
の
対
象

と
な
り
ま
す
（
右
下
表
）。

　

寄
付
金
控
除
等
を
受
け
る
に

は
、
前
年
分
の
所
得
を
税
務
署

な
ど
に
申
告
す
る
際
に
、
区
か

ら
発
行
し
た
「
寄
付
金
受
領
証

明
書
」を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
説
明
会
な
ど
の
開
催

　

区
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
助
成
の

説
明
会
お
よ
び
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

�　

月
４
日
�
午
後
２
時
〜

１２

４
時　

分
�
区
役
所
第
四
会
議

３０

室
（
中
棟
六
階
）

時

場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
と
は

　

こ
の
基
金
は
、
寄
付
金
を
積

み
立
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
必
要

な
資
金
を
助
成
す
る
新
し
い
形

の
基
金
で
す
。
区
民
の
活
動
を

区
民
が
協
力
し
合
っ
て
支
え
る

仕
組
み
と
し
て
、
活
動
分
野
や

区
に
登
録
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
登

録
団
体
リ
ス
ト
の
中
か
ら
寄
付

先
を
希
望
で
き
ま
す
。

　

本
基
金
の
寄
付
金
総
額
は　
１１

月
１
日
現
在
で
一
八
八
万
九
四

九
二
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

団
体
の
詳
細
は
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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寄
付
を
通
し
て
社
会
貢
献
を
し
ま
せ
ん
か
？

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
は
、
区
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
は
、
区
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動

を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
、
全
国
で
も
初
の
試
み
で
す
。
寄
付
者
の
意
思
を
尊

を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
、
全
国
で
も
初
の
試
み
で
す
。
寄
付
者
の
意
思
を
尊

重
し
、
寄
付
し
た
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
個
別
に
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
税
金
の
控
除
も

重
し
、
寄
付
し
た
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
個
別
に
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
税
金
の
控
除
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

適
用
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
課
へ
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
課
へ
。

�「杉並NPOボランティア元年２００２」での、NPO団
体の活動紹介の様子（１０月１３日）

杉
並
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金

　　　　　〈杉並区ＮＰＯ活動登録団体リスト〉　（１１月１９日現在）
電話番号代表者名法　人　名
５９４１‐２８５５柄澤　憲彦安全工学研究所
５３４６‐１９２７木村　麻衣子豊穣の森
３３１８‐４３４４土田　三盛ＮＰＯインターラブ杉並
３３９５‐８７８６白川　すみ子新しいホームをつくる会
５３４７‐１１７８加藤　耕一生きがいの会
５４６８‐１６６１北野　宏明ロボカップフェデレーションジャパン
５４６８‐１６６１田所　諭国際レスキューシステム研究機構
３３９５‐５２０１樋口　幸夫すぎなみ環境保全フォーラム
５９３０‐５００９村田　達彦西荻まちメディア
３３８７‐２３６７中村　陽子てこネット
３３９３‐４６５５林　照彦夢民工房
３３９６‐９７５１笹川　清東京いきいきハーモニーネットワーク
５３４７‐１２３４西脇　世津子たすけあいワーカーズさざんか

５９３０‐５００９フェリト・オ
ズシェンＪＴＡＡ

３３２３‐９８５０東島　信明生涯学習　知の市庭
５３５５‐０６１１増渕　吉正ひまわりの会
５３０６‐０６７０綾部　信雄パートナーズ・イン・サービス
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杉
並
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
活
動
推
進
協
議
会
を
開
催

　ＮＰＯを支援し、区民・ＮＰＯ・行
政・事業者がどのように協働を進めて
いくかが重要な課題です。協議会では
ＮＰＯ支援について、行政は自由な区
民の活動を尊重し、側面的な支援をす
るというあり方を明確にしました。
　前例がないことなので、一つひとつ
の原則を積み上げ、ＮＰＯ活動をサポ
ートする基盤を確立したいと考えて
います。

杉並区ＮＰＯ等
活動推進協議会
会長・渡戸一郎
さん（明星大学
教授）の話

〈税制上の優遇措置〉
地方税所得税

（寄付金
の額※）
―１０万円

（寄付
金の額
※）―
１万円

個人

全額損金算入法人
※上限は寄付者の年間
所得総額の２５％まで。

　

こ
の
協
議
会
は
、
区
民
や

学
識
経
験
者
な
ど
一
〇
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

月　

日
�
に
第
二
回
が

１１

１８

開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基

金
の
助
成
審
査
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
助
成
審
査

や
区
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
事
業
者
・

区
と
の
協
働
の
推
進
、
調
査

審
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。　

　

次
回
は　

月　

日
�
に
開

１２

１９

催
の
予
定
で
す
。

▲協議会の様子
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一般行政職の初任給の状況 �� （１４年４月１日現在）
�類（高校卒）�類（大学卒）
１４４，９００円１８４，２００円初任給

杉並区
１５６，２００円２０７，８００円採用２年経過日給料額
１４４，９００円

（１３９，１０４円）
１８４，２００円

（１７６，８３２円）初任給
都

１５６，１００円
（１４９，８５６円）

２０８，７００円
（２００，３５２円）

採用２年経過日
給料額

¡種
１４１，９００円

ø種１８４，２００円
初任給

国
¿種１７４，４００円

¡種
１５１，８００円

ø種２０３，８００円採用２年経過日
給料額 ¿種１８８，９００円

※都の（　）内は、14年８月から実施されている給料減額
後の支給月額です。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（１４年４月１日現在）

２０年１５年１０年経験年数

３８８，０２０円３３８，７２８円２８８，９８３円
大
学
卒

一
般
行
政
職 ３４８，２００円２７５，８７７円２３６，９１６円

高
校
卒

３２９，３３７円３００，６４５円２５７，６８８円技能
労務職

特別職の報酬等の状況　　　 （１４年４月１日現在）
期末手当給料・報酬月額区　分

６月期　１．６５月分
１２月期　１．６５月分
３月期　０．５５月分
　　計　３．８５月分

　　

１，０２０，６００円
（１，１３４，０００円）区　長

８１８，１００円
（９０９，０００円）助　役

７０１，１００円
（７７９，０００円）収入役

９０９，０００円議　長
７７９，０００円副議長
５９９，０００円議　員

※（　）内は減額前の支給額です。

区では、現在約４５００名の職員が区役所や保育園、保健所、図書館など
で区民の皆さんの暮らしに密着した様々な仕事を行っています。区の
職員の給与は、区議会の議決によって定められる給与条例や、これに
基づく規則などによって明らかにされていますが、区民の皆さんに区
政への一層のご理解をいただくため、そのあらましをお知らせします。
 �������������� ―問い合わせは、職員課給与係へ。
※この公表の数値は、平成１４年の給与等改定前の内容です。

　区は、全庁一丸となって内部努力に取り組んでいます。特別職
については、区長・助役・収入役・教育長および代表監査委員
（常勤）の給料（報酬）の１０％減額を１１年度から実施しています。
区長は１１～１３年度、期末手当についても５０％減額を実施しました。
　一般職については、管理職手当の１０％（部長級については給料
月額の２.５％、課長級については給料月額の２.０％に相当する額）の
自主返上を、１１年度から時限措置として実施しています。

　区では現在、「スマートすぎなみ計画」（平成１３～２２年度）に基づき、１０００
人の職員数削減に取り組んでいます。すでに、１３～１４年度の二年間で２２５人
を削減し、このほど策定した第２次行財政改革実施プランでは、１５～１７年度
で、２７５人の職員削減目標を掲げています。
　職員数は、民間委託の推進・非常勤職員の活用などによる少数精鋭主義、
新規採用の厳しい抑制、聖域のないあらゆる分野での効率的な区政運営の推
進などによって、削減を進めていきます。

区区職職員員のの給給与与

給与の種類とその内容（１３年度実績）
給料表に定める額（行政職、技能労務職など職務の内容によって給料表は異なります）
民間における賃金や物価が特に高い地域に勤務する職員に支給される手当

（給料＋扶養手当＋管理職手当）の１２％支　　　給　　　率
全職員　　　　　　　　　　　　支 給 対 象 職 員
地域区分により０～１２％国の制度（支給率）

１人当たり平均支給年額（１３年度） ���������������������������� ５１８，０３２円

国都杉並区 区　　　分
１６，０００円１７，５００円１７，７００円配　偶　者
各６，０００円各５，５００円　各５，５００円配偶者以外の扶養親族２人まで　
各３，０００円各３，０００円各２，５００円配偶者以外の扶養親族３人目以降
各５，０００円各４，０００円各４，０００円１６歳～２２歳の子がいる場合の加算

自己所有住宅１，０００円
賃貸住宅支給限度２７，０００円

９，０００円８，８００円扶養親族を有する世帯主　
８，５００円８，３００円扶養親族を有しない世帯主

運賃相当額（限度額５０，０００円）運賃相当額（限度額４５，５００円）運賃相当額（限度額４５，５００円）交通機関利用者（電車、バス等）
通勤距離に応じて支給通勤距離に応じて支給通勤距離に応じて支給交通用具使用者（自転車等）　　

管理職手当、初任給調整手当など
著しく危険、不快、不健康、困難その他特殊な勤務に従事したときに支給される手当

４３．８３％職員全体に占める手当支給職員の割合　　
１０１，６３８円支給職員１人当たり平均支給年額（１３年度）
１２種類手当の種類（手当数）　　　　　　　　　

１不規則勤務手当
２清掃業務従事職員特殊勤務手当（ごみ・し尿収集）
３税務事務特別手当
４障害者（児）施設等業務手当
５福祉事務所等業務手当

支給額の高い順　
代
表
的
な
手
当
の
名
称

１不規則勤務手当
２清掃業務従事職員特殊勤務手当（ごみ・し尿収集）
３税務事務特別手当
４障害者（児）施設等業務手当
５福祉事務所等業務手当

 支給人員の多い順

１２年度１３年度 区　分
１，１６９，６４２千円１，０２５，９８０千円支給総額

２６６千円　２３８千円支給対象職員１人当たり
平均支給年額

（一般会計）
休日給、宿日直手当など
ボーナスに相当する手当

国都杉並区
区    分

勤勉期末勤勉期末勤勉期末 
０．６０月分１．４５月分０．４５月分 １．６０月分０．４０月分 １．６５月分６月期
０．５５月分１．５５月分０．４５月分１．６５月分０．４５月分１．６５月分１２月期
―０．５５月分―０．５５月分―０．５５月分３月期

４．７０月分４．７０月分４．７０月分計
有有有職務段階に応じた加算措置

※一般職員の例
職員が退職した場合に支給されます

国都杉　並　区
区    　　分

定年・勧奨自己都合定年・勧奨自己都合定年・勧奨自己都合
２８．８７５月分２１．００月分３８．００月分２４．２５月分３８．００月分２４．２５月分勤　続　２０　年
４４．５５月分３３．７５月分５０．００月分３２．５０月分５０．００月分３２．５０月分勤　続　２５　年
６２．７０月分４７．５０月分６２．７０月分４９．７５月分６２．７０月分４９．７５月分勤　続　３５　年
６２．７０月分６０．００月分６２．７０月分５０．００月分６２．７０月分５０．００月分最　高　限　度

定年前早期退職特例措置
 ��� （２～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
 ��� （２～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
 ��� （２～２０％加算）加　算　措　置

１号俸
定年・勧奨退職
原則　１号給
特別　２号給

定年・勧奨退職
勤続１５年未満　１号給
勤続１５年以上　２号給

退職時特別昇給

――２６，３９７千円２，２７９千円 １人当たり平均支給額
※１３年度については、定年前早期退職を一層促進するため、特例措置加算を実施しました。杉並区では、５０歳
～５９歳の退職者について、特例措置の加算を３～３０％で実施しました。

給　

与

毎
月
き
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

勤
務
し
た
実
績
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
も
の

臨
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の

給 料

調整手当

通勤手当

住居手当

そ の 他

特殊勤務
手 当

超過勤務
手 当

そ の 他

期末・　
勤勉手当

退職手当

扶養手当

特例一時金 支給総額　２０，８２１千円　１人当たり平均支給年額　５，０４５円

人人件件費費抑抑制制へへのの取取りり組組みみ 職職員員数数削削減減にに向向けけたた取取りり組組みみ

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況 �������� （１４年４月１日現在）
技　能　労　務　職一　般　行　政　職

区　分
平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
４５歳２月４２６，０３９円３３６，２８０円４２歳１１月４７４，５６１円３６６，６２４円杉 並 区
４７歳５月４４９，８２１円３４７，１２０円４３歳２月４８４，２７３円３６８，２７５円都
４８歳８月２９０，７３１円４０歳４月３３２，０５２円国

※「平均給与月額」とは、給料に諸手当（期末・勤勉手当を除く）を加えたものの平均月額です。国
の平均給与月額は公表されていません。

職員給与費の状況（平成１４年度一般会計当初予算。退職手当を除く）

１人あたり
の給与費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費職員数
（Ａ） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

７，４１８千円３２，２６０，７５３千円８，６５６，３２０千円５，０５７，５３７千円１８，５４６，８９６千円４，３４９人
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一般行政職の級別職員数の状況 ������������������ （１４年４月１日現在）
計１級２級３級４級５級６級７級８級９級１０級区　分

―係員係員係員主任
主事係長総括

係長課長統括
課長部長

特に重要
な職務の
部長

標準的な
職務の内容

３，０５４人４８人８９人６８９人９４９人９５３人２３０人４６人２３人２３人４人職員数
１００％１．６％２．９％２２．６％３１．１％３１．２％７．５％１．５％０．８％０．８％０．１％構成比
１００％１．７％２．４％２４．４％３１．０％２９．８％７．５％１．７％０．７％０．７％０．１％１年前の構成比参

考 １００％２．１％４．０％２８．３％３１．２％２４．１％６．７％２．２％０．６％０．７％０．１％５年前の構成比

（注）１．杉並区職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表（一）の級区分による職員数。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名をいいます。

昇給期間短縮の状況
都技能労務職都一般行政職区技能労務職区一般行政職合　計区　　分

３２５人１５人７７１人３，１２５人４，４４４人職員数（Ａ）
　

年
度

１３
１１０人８人２１２人１，１６８人１，５７４人

普通昇給期間（１２月）
を短縮して昇給した
職員数（Ｂ）

３３．８％５３．３％２７．５％３７．４％３５．４％比率（Ｂ／Ａ）
３２５人 １５人 ８２８人３，１５５人４，５３４人職員数（Ａ）

　

年
度

１２
１３０人４人２２２人１，３２９人１，７３９人

普通昇給期間（１２月）
を短縮して昇給した
職員数（Ｂ）

４０．０％２６．７％２６．８％４２．１％３８．４％比率（Ｂ／Ａ）

（注）１．合計には、一般行政職、技能労務職のほかに医療職、教育職を含みます。２．昇給期間の短縮
には、特別昇給のほか、初任給調整による短縮、定年・勧奨退職時の特別昇給による短縮なども
含みます。３．都一般行政職および都技能労務職は、清掃事業に係る都からの派遣職員です。

人件費の状況（１３年度普通会計決算）
（参考）
１２年度
人件費比率

人件費比率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支

（黒字額）歳出額（Ａ）
住民基本　
　台帳人口
（１４年４月１日）

３０．５％３２．２％４３，８５７，２３９千円 ５，７０７，７５９千円１３６，３６２，７０５千円５０８，６２１人

（注）１．普通会計とは、統計上の会計です。２．人件費には、一般職員のほか、区長・議員・
パートタイマーなどに支給される給料・報酬などを含みます。

　地方公共団体の給与水準の指標
として、ラスパイレス指数があり
ます。これは、国を１００として比
較したものです。１３年の区のラス
パイレス指数は、１０２.５でした。

おお知知ららせせししまますす
杉杉並並区区とと国国のの給給与与水水準準のの比比較較

職　員　数　の　状　況
部門別職員数の状況と主な増減理由 ����������� （各年４月１日現在　　単位：人）

主な増減理由対前年
増減数

職　　員　　数
１４年１３年

職員の臨時配置１１９１８議　　会

一　

般　

行　

政　

部　

門　

A

住民票等自動交付機設置による職員数
の適正化、電話交換業務の委託など△３５５５９５９４総　　務

臨時配置職員の減△１１２５１２６税　　務
保育園調理業務の一部非常勤化、敬老会
館用務業務の退職不補充など△１９１，７０９１，７２８民　　生

ごみ収集作業の業務量減など△１２
（９）

６１２
（９）

６２４
（０）衛　　生

勤労者福祉協会への派遣職員数の見直
し△１４５労　　働

０４４農林水産
産業振興施策の充実１１５１４商　　工
土木職員の退職不補充、区施設営繕の業
務量減など△５３９５４００土　　木

△７１
（９）

３，４４２
（９）

３，５１３
（０）小　　計

学校給食の民間委託、学校警備職員の退
職不補充など△４７８５７９０４教　　育特別行政

部門
B

△４７
（０）

８５７
（０）

９０４
（０）小　　計

介護保険調査業務の減など△３１７８１８１そ の 他介護保険
事業など
の会計部
門　C

△３
（０）

１７８
（０）

１８１
（０）小　　計

△１２１
（９）

４，４７７
（９）

４，５９８
（０）

合　　計
D＝A＋B＋C

派遣職員の増など４１４１０その他
E

△１１７
（９）

４，４９１
（９）

４，６０８
（０）

合　　計
D＋E

（注）１．職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員など
を含み、臨時または非常勤の職員を除いたものです。２．（　）内は、再任用短時間勤務職員で、
外書きです。

�一般職
　区の一般職員の給与は、２３区が共同で設置した特別区人
事委員会が、毎年、民間従業員の給与の実態などを調査し、
区職員と民間従業員との給与の較差をなくし、民間給与の
実態と合うように給与の是正を勧告します。
　この勧告を受けて、区は給与に関する条例案をつくり、
区議会での審議を経て、一般職員の給与を決定しています。
�特別職
　区長や区議会議員などの給与または報酬の額は、杉並区
特別職報酬等審議会の意見を聴くなどしたうえで条例案を
つくり、区議会での審議を経て決定しています。

給給与与決決定定ののししくくみみ
　人件費の歳出額全体に占める割合を人件費比率といいますが、人件費比
率が高いと財政の健全性が失われ、事業費を圧迫することになります。
　区では、人件費比率の抑制を図るため、給与水準や職員定数の適正化に
努めてきました。１３年度の普通会計決算では３２.２％となっており、前年度
と比べると１.７ポイント増となっています（下表「人件費の状況」参照）。
これは、歳出額全体が抑制されたこと（前年度比６.６％減）によるものであ
り、人件費については前年度と比べて１.４％減となっています。

人人件件費費のの比比率率

　１２年度は、清掃事業の移管に伴い、都清掃職員が３４７人派遣されたため、
職員総数としては増加しましたが、この派遣職員を除くと、５６人の削減とな
っています。スマートすぎなみ計画の策定以降は、派遣職員を含めると１３年
度が１０８人、１４年度が１１７人、二年間で計２２５人の削減を行いました。

　職員数の削減を進める一方、職員一人ひとりの能力を高め、事務の効率
化を図ることにより、区民の方に満足していただくサービスを提供してい
きます。

　健全財政を確立し、新たな行政需要に対応していくためには、職員数の削
減は不可欠な課題です。区は１３年度からスマートすぎなみ計画に基づき、職
員数の削減に全力をあげて取り組んでいます。

職員数の削減

職員数の増減
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、
直
接
会
場
へ
�
同
館

�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
�
車

で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
井
草
社
会
教
育
会
館 

ふ
れ
あ
い
広
場

　

会
館
利
用
者
の
発
表
会
や
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１４

１１

午
後
５
時　

分
（
ホ
ー
ル
発
表

３０

と
展
示
）
▽　

日
�
午
後
１
時

１５

〜
４
時　

分
（
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

３０

ィ
、
展
示
）
�
井
草
社
会
教
育

会
館
（
今
川
４
―　

―　

）
�

１２

１０

コ
ー
ラ
ス
、
日
舞
、
ギ
タ
ー
演

奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
水
墨
画
な

ど
�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
同
会
館
�
３
３
９
６
‐
３

０
０
２

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　

車
い
す
な
ど
を
利
用
す
る
障

害
者
や
視
覚
障
害
者
と
、
健
常

者
が
ペ
ア
に
な
り
踊
り
ま
す
。

　

�　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

２２

１５

分
〜
３
時　

分
�
障
害
者
福
祉

３０

時
場

定

費

申

問
他

時

場

内

費

申

問時

場

会
館（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

�
五
〇
〇
円
（
飲
食
代
）
�
当

日
、
直
接
会
場
へ
�
障
害
者
福

祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局
�

３
３
３
２
‐
６
１
２
１　

３
３

FAX

３
５
‐
３
５
８
１
�
手
話
通
訳

が
つ
き
ま
す

�
働
く
方
の
た
め
の
名
画
劇
場 

『
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
』

　

世
界
の
映
画
賞
に
輝
く
名
篇

で
す
。

　

�　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１４

４
時
（
１
時　

分
開
場
）
�
勤

３０

労
福
祉
会
館
ホ
ー
ル
（
桃
井
４

―
３
―
２
）
�
三
六
六
名
（
先

着
順
）
�
無
料
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
�
杉
並
区
勤
労
者
福

祉
協
会
�
３
３
９
７
‐
２
５
２

１
（
水
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

�
東
京
経
済
大
学
管
弦
楽
団 

定
期
演
奏
会

　

�　

月　

日
�
午
後
６
時　

１２

２１

３０

分
開
演
（
６
時
開
場
・
区
後
援
）

�
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　
２３

―　

）
�
曲
目
＝
ロ
ッ
シ
ー
ニ

１５
＝
歌
劇「
セ
ビ
リ
ヤ
の
理
髪
師
」

序
曲
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
＝
「
カ
レ

リ
ア
」
組
曲
・
交
響
詩
「
フ
ィ

ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」、ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
＝
交
響
曲
第
五
番
「
運
命
」

ほ
か
▽
指
揮
＝
山
田
和
樹
�
無

料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
（
全

席
自
由
）
�
東
京
経
済
大
学
管

弦
楽
団
・
田
原
�
０
９
０
‐
８

０
２
３
‐
２
９
１
２

費

申

問他

時

場

定

費

申

問

時
場

内

費

申

問

�
区
制
七
〇
周
年
記
念
事
業 

杉
並
の
女
性
史
か
ら
学

ぶ
も
の

　

『
区
民
が
語
り
区
民
が
綴
る

杉
並
の
女
性
史
―
明
日
へ
の
水

脈
』
の
出
版
を
記
念
し
て
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

　

�　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１８

３０

分
〜
３
時　

分
�
男
女
平
等
推

３０

進
セ
ン
タ
ー
�
女
性
史
研
究

家
・
永
原
和
子
�
三
〇
名
（
抽

選
）
�
無
料
�
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

１０

ま
で
に
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
１

１６７

―　

―
３
�
３
３
９
３
‐
４
４

５６
１
０　

３
３
９
３
‐
４
７
１
４
）

FAX

へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�
託
児
（
１

歳
〜
就
学
前
）
が
あ
り
ま
す

時

場
師

定

費

申

問

他

郷
土
史
講
座

�
山
本
有
三
と
そ
の
周
辺

　

�　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１５

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
元
都
立
高
校
教
諭
・
上
島
光

正
�
七
〇
名
�
五
〇
〇
円
（
会

員
三
〇
〇
円
）
�
当
日
、
直
接

会
場
へ

�
世
田
谷
代
官
屋
敷 
界
隈 
史
跡

か
い
わ
い

探
訪
（
見
学
会
）

　

�
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２５

３０

分
集
合
（
区
後
援
）
�
集
合
場

所
＝
京
王
線
下
高
井
戸
駅
改
札

口
�
コ
ー
ス
＝
集
合
地
↓
東
急

世
田
谷
線
宮
の
坂
駅
↓
豪
徳
寺

↓
世
田
谷
城
跡
↓
代
官
屋
敷
↓

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
↓
松

陰
神
社
↓
三
軒
茶
屋
駅
前
解
散

（
午
後
１
時
ご
ろ
）
／
歩
行
距

離
約
四
・
五
�
�
五
〇
名
（
抽

選
）
�
五
〇
〇
円（
保
険
料
等
）。

交
通
費
、
入
場
料
は
各
自
負
担

�
往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
・

二
名
ま
で
連
記
可
）
で
、　

月
１２

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
郷

２５土
史
会
・
原
田
弘
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
２
和
田
３
―　

―　

）
へ

２７

２３

☆

　

�
同
会
・
原
田
�
３
３
１
２
‐

６
６
２
３

�
　
　

年
３
月
に
策
定
し
た
「
杉

１４
並
区
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
取
り
組
み
の
一
つ
で
、「
杉
並

区
に
ふ
さ
わ
し
い
住
宅
」
を
考

え
て
い
く
た
め
の
講
座
で
す
。

　

�
・
�
�　

月　

日
�
午
後

１２

１０

１
時
〜
５
時
＝
浴
室
・
便
所
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
あ
の
手
こ
の
手

（
ビ
デ
オ
に
よ
る
説
明
、
実
物

に
よ
る
体
験
）
�　

日
�
午
前

１４

９
時
〜
午
後
１
時
＝
聴
い
て
、

時

場

師
定

費
申

時

場

内

定

費

申
問

「
杉
並
仕
様
住
宅
」 

連
続
講
座

時

内

見
て
納
得
・
住
宅
性
能
評
価（
講

演
と
建
築
現
場
で
の
実
地
説

明
）
�
�
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
（
世
田
谷
区
桜
新

町
２
―　

―
２
・
集
合
は
区
役

２４

所
東
棟
三
階
第
二
会
議
室
）
�

区
役
所
西
棟
六
階
第
五
会
議
室

（
講
演
後
移
動
）
�
区
内
在
住

の
方
�
各
二
〇
名
�
無
料
�
・

�
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス　

５
FAX

３
０
７
‐
０
６
８
９
で
住
宅
課

へ
（
先
着
順
）
�
�
・
�
と
も

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま

す
。
�
は
建
築
現
場
に
あ
っ
た

服
装
、
履
物
で
ご
参
加
く
だ
さ

い（
軍
手
、ス
リ
ッ
パ
持
参
）。小

雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
内
容

変
更
が
あ
り
ま
す

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

２４

１０

午
後
１
時
�
西
荻
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

�
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
と
手
づ

く
り
お
や
つ
�
３
〜
５
歳
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
一
六
組

�
三
〇
〇
円
�
・
�
電
話
で
、

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

場

対

定

費

申

問

他

時

場

内

対

費

申

問

　

皆
さ
ん
の
参
加
・
地
域
貢
献

意
欲
が
活
動
に
つ
な
が
る
新
た

な
学
習
の
場
で
す
。
こ
こ
で
学

ん
だ
皆
さ
ん
が
、
杉
並
ら
し
い

活
動
の
主
体
と
な
っ
て
い
く
こ

と
や
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な

連
携
の
場
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
課
題
に

対
応
し
た
コ
ー
ス
を
、
順
次
開

設
し
て
い
き
ま
す
。

　

�
・
�
・
�
・
�
・
�
左
表

の
と
お
り
�
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
�
各
コ
ー
ス
一
〇
〇

〇
円
�
各
締
切
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
ハ
ガ
キ

時

場

内

師

定

対費

申

記
入
例
の
項
目
参
照
）
で
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐

６
６
２
１　

３
３
１
７
‐
６
６

FAX

２
０
へ
（
先
着
順
）
�
同
セ
ン

タ
ー
�
�
１
歳
か
ら
の
託
児
、

要
約
筆
記
者
制
度
が
あ
り
ま

す
。
必
要
な
方
は
申
し
込
み
時

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
�
締
切

後
も
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
、
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

他

土曜日のパパママ学級
１月１８日�午後０時３０分～３時３０分
荻窪保健センター（〒１６７‐００５１荻窪５‐
２０‐１�３３９１‐００１５）
【対象】区内在住の当日妊娠２０週以上の初産のカ
ップル２４組（抽選）【参加費】無料【申込み】往復ハ
ガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定日、
返信用のあて先を書いて、１２月２０日 （必着）までに
同保健センターへ

� ������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

報」のお申し込みは広報課へ。

〈すぎなみコミュニティカレッジ〉
締切定員講師・助言者内　　　　容会　場日　　　時コース

１月
１０日２０名

アジレント・テクノロジー株式
会社／úさわやか福祉財団／Ｎ
ＰＯスクールアドバイスネット
ワークほか

この教室は、子どもたちが「考える
ことの楽しさ」と「自ら発見する喜
び」を知り、創造性を伸ばすことを
願い、úさわやか福祉財団とアジ
レント・テクノロジー株式会社が
推進しているものです。こうした
取り組みに共感し、土曜日学校な
どの教室で実際に指導にあたるこ
とを目指す方のプログラムです。

荻窪地域
区民セン
ター（荻
窪２‐３４‐
２０）

１月１５日～３月１９日
の毎週水曜日午後６
時３０分～８時３０分
（計１０回）

わくわく！
科学実験教
室インスト
ラクター養
成講座

随時
受付５０名

国学院大学名誉教授・堀恒一郎
／元杉並区立小学校ＰＴＡ連合
協議会会長・石崎暾子／元高円
寺地域集会施設運営協議会会
長・大橋とも子／杉並老後を良
くする会・白川すみ子／東京学
芸大学名誉教授・小林文人／お
茶の水女子大学教授・三輪健二
ほか

「分権」時代の学びと参加につい
て、A社会教育とはB地域とＰＴ
ＡC行政指導支援による地域活動
Dわたしたちの地域活動E歴史に
学び伝えていくものF２１世紀のコ
ミュニティ活動をテーマに学び記
録します。

荻窪体育
館（荻窪
３‐４７‐
２）

１月２５日º午後２時
～４時／２９日、２月
１２・２６日、３月１２日
（いずれも水曜）午
前１０時～正午／２９日
º午後２時～４時
（計６回）

時代に学ぶ
地域活動

１２月
１５日２０名

芸術文化ワークス理事・鈴木英
生／高円寺「ハート・トゥ・ア
ート」実行委員会代表・渡辺宏
ほか

まちから創造性あふれるイベント
を発信するためのテーマづくり、
計画作成、開催までのノウハウな
どを、経験者のアドバイスを受け
ながら実践します。イベントの内
容は参加者の希望を重ね合わせ具
体化していきます。

高円寺障
害者交流
館（高円
寺南２‐
２４‐１８）ほ
か

１２月１９日∫、１月１４
日・２８日∏午後６時
３０分～８時３０分（２
月以降も火曜日同時
間帯で計８回程度を
予定）

まちのイベ
ント学入門
―まちのプ
ロデューサ
ー養成講座

１月
１５日３０名

元市川図書館友の会会長・押樋
良樹／馬橋小学校教諭・千田て
るみ／区立図書館職員ほか

学校や地域の図書館の実状に触れ
ながら、資料整理、レファレンス、
読み聞かせなど図書館サービスの
実際を学びます。

中央図書
館（荻窪
３‐４０‐
２３）

２月１３・２７日、３月
１３・２０・２７日（いず
れも木曜）午前１０時
～正午（計５回）

もっと知り
たい身近な
図書館

問 合 せ主な内容日　時審議会名
審
議
会
の
お
知
ら
せ

経　理　課
企　画　課

「杉並公会堂改築等
事業」入札に関する
外部評価について

１２月５日∫

午後６時～
８時

杉並区外部
評価委員会

男女共同参
画推進担当

男女共同参画社会を
めざす杉並区行動計
画の改定について

１２月９日∑
午後２時～
４時３０分

男女共同参
画推進区民
懇談会

※日時は変更する場合があります。
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�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

生
花
を
使
い
、
空
き
瓶
に
ク

リ
ス
マ
ス
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
ま

す
。

　

�　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１４

４
時
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

�
二
〇
名
�
六
〇
〇
円
（
材
料

費
込
み
）
�
電
話
で
、
同
ひ
ろ

ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ

（
先
着
順
。
水
・
木
曜
休
館
）

�
生
活
習
慣
病
予
防
教
室 

「
油
」
と
「
脂
」
の
と
り

方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１７

１０

正
午
�
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
和
泉
４
―　

―
６
）
�
講
義
と

５０

調
理
実
演
�
管
理
栄
養
士
・
平

野
美
由
紀
�
区
内
在
住
の
方
�

二
五
名
�
無
料
�
・
�
電
話
で
、

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

時
場

定

費申

時
場

内

師対

定

費

申

問

３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
栄
養
・
健
康
講
習
会 

油
を
上
手
に
使
っ
て
健

康
な
食
生
活

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１２

１０

正
午
�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
講
習

２０

と
試
食
�
区
内
在
住
の
方
�
三

〇
名
�
無
料
�
・
�
電
話
で
、

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

家
族
介
護
教
室

�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

　

�　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１１

３０

分
〜
３
時
�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ

い
の
家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―

１
）
�
高
齢
者
の
視
力
・
聴
力

の
ト
ラ
ブ
ル
�
高
円
寺
保
健
セ

ン
タ
ー
保
健
師
�
一
五
名
�
無

料
�
・
�
電
話
で
、
阿
佐
谷
北

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
３
８
‐

８
６
３
０
へ
（
先
着
順
）

�
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家

時
場

内

対

定

費

申

問

時

場

内

師
定

費

申

問

〈女性のための就職・再就職セミナー〉
講　師会　場日　　　時内　　　　　　　　容

ジャーナリ
スト
福沢　恵子

男女平等推
進センター
（荻窪１‐
５６‐３）

午後２
時～
　４時

１月１７日ª
雇用と働き方を見つめた新しい一
歩へ

講 演 会
３月７日ª私のキャリアもバージョンアップ

読売文化セ
ンター講師

読売文化セ
ンター荻窪
（上荻１‐
７‐１荻窪
駅ビルルミ
ネ６階）

午後４
時３０分
～６時

１月２１日∏・２４
日ª・２８日∏・３１
日ª・２月４日
∏・７日ª・１４日
ª・２１日ª・２５日
∏・２８日ª

データの入力／表計算の入力と修
正／数式の入力／四則計算（合計と
平均の計算）／表の編集／罫線とセ
ルの設定／印刷と保存／印刷プレ
ビューとページ設定／グラフの作
成／グラフウィザード

エクセル
初級コー
ス（全１０
回）

１月２３日∫・２５
日º・３０日∫・２
月１日º・６日
∫・８日º・１３日
∫・１５日º・２０日
∫・２２日º

表の作成／入力規則・データのはり
付け・関数の利用／表の集計・統合
／３Ｄ集計・表の統合・自動集計／
グラフの活用／円・散布図・折れ線
など／データ検索／フィルタオプ
ションの設定・データベース関数／
関数の活用／ＳＵＭ・ＶＬＯＯＫＵ
Ｐ・ＩＮＤＥＸ関数など

エクセル
中級コー
ス（全１０
回）※

※中級履修の条件は、初級内容の緑文字部分をマスターしていること。

〈中・高校生起業家養成講座〉
講　　　　師内　　　容月　日

ñウィル・シード（体験型教
育プログラム作成企業）

開会式／トレーディング
（貿易）ゲーム１月２５日

ウィルインベストメントñ
代表取締役　　　 浅井　武夫

起業の意義とビジネスマ
ナー２月１日

日経ＢＰ社　常務取締役
　　　　　　　田中善一郎マルチメディアの現状　　８日

ñエイガアル代表取締役
　　　　　　　伊藤　淳子女性の起業　　１５日

日本経済団体連合会　証券懇
話会　　　　　　　 丸茂　敏ベンチャー企業群像　　２２日

ヤマハ発動機ñ原宿マーケテ
ィングオフィスリーダー　　

　　　　　西村　佳隆

起業のためのマーケティ
ング３月１日

中高生起業家育成支援会

ビジネスプラン作成　　８日
ビジネスプラン作成（発
表会への最終準備）　　１５日

ビジネスプラン発表会　　２２日
ビジネスプラン発表案に
関してのフィードバック　　２９日

※時間は、毎週土曜日午後１時～５時。

は
エ
ク
セ
ル
２
０
０
２
（
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
版
）
�
申
し
込
み

後
の
コ
ー
ス
変
更
は
で
き
ま
せ

ん�
中
高
校
生
起
業
家
養
成
講
座 

目
指
せ
、
未
来
の
ビ
ル
・

ゲ
イ
ツ
！

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
な
ど
が

講
師
と
な
り
、
次
世
代
を
担
う

中
・
高
校
生
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
り
や
起
業
の
手
順
、
起
業

倫
理
な
ど
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
指
導
し
ま
す
。

　

�
・
�
・
�
下
表
の
と
お
り

�
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南

３
―
２
―　

）
�
原
則
と
し
て

１９

区
内
在
住
・
在
学
の
中
・
高
校

生
�
二
〇
名
（
抽
選
）
�
二
〇

〇
〇
円
（
資
料
代
）
�
・
�　
１２

月
２
日
〜　

日
の
間
に
、
電
話

２５

で
経
済
勤
労
課
へ

時

内

師

場

対

定

費
申

問

女
性
の
た
め
の
就
職
・

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　

�
・
�
・
�
右
下
表
の
と
お

り
�
区
内
在
住
の
就
職
・
再
就

職
を
希
望
す
る
無
職
の
女
性

で
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
起

動
・
終
了
・
マ
ウ
ス
お
よ
び
キ

ー
ボ
ー
ド
操
作
）
が
で
き
、
講

演
会
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
（
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
）
実
技
に
全
回
参
加
で

き
る
方
�
初
級
・
中
級
コ
ー
ス

各
一
〇
名
（
抽
選
）
�
エ
ク
セ

ル
実
技
受
講
料
七
〇
〇
〇
円
、

教
材
費
三
一
五
〇
円
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
４
面
記
入
例
参
照
）
に

希
望
す
る
コ
ー
ス
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
男

１２

１５

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３
）

５６

へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３

‐
４
４
１
０
�
�
使
用
ソ
フ
ト

時

場

内

対

定

費申

問

他

勤
労
福
祉
会
館
（
桃
井
４
―
３

―
２
）
�
区
内
在
住
・
在
勤
の

勤
労
者
で
、
全
日
程
出
席
で
き

る
方
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記

入
例
参
照
）に
職
業
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�

１２

１３

杉
並
区
勤
労
者
福
祉
協
会
（
〒

　

‐
０
０
３
４
桃
井
４
―
３
―

１６７２
）
へ
（
抽
選
）
�
同
協
会
�

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
�
応
募

人
員
が
一
定
の
人
数
に
達
し
な

い
場
合
は
、
講
座
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

�
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応

す
る
講
演
会 

輝
か
せ
よ
う 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
人
生

　

�　

月
７
日
�
午
後
２
時
〜

１２

３
時　

分
（
区
後
援
）
�
産
業

３０

商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２

―　

）
�
テ
ー
マ
＝
生
き
る
こ

１９
と
の
大
切
さ
�
�
倫
理
研
究
所

参
事
・
大
橋
慶
子
�
八
〇
名（
先

着
順
）
�
無
料
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
�
倫
理
研
究
所
東
京

城
西
支
所
・
当
間
�
３
３
１
１
‐

２
０
６
６ 対

申

問

他

時

場

内

師

定

費

申

問

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１４

１０

正
午
�
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家

（
永
福
２
―　

―　

）
�
家
庭

１４

２０

で
の
介
護
の
方
法
�
理
学
療
法

士
・
春
山
清
美
�
無
料
�
二
〇

名
�
・
�
電
話
で
、
永
福
ふ
れ

あ
い
の
家
�
３
３
２
７
‐
５
８

１
１
へ
（
先
着
順
）

�
　

�　

月
７
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
４
時　

分
�
科
学
館
（
清

３０

水
３
―
３
―　

）
�
第
一
部
＝

１３

中
学
校
理
科
研
究
発
表
会
＝
生

徒
の
研
究
成
果
発
表
（
発
表
者

は
下
表
）／
第
二
部
＝
講
演「
環

境
問
題
最
前
線
」（
北
里
大
学
薬

学
部
助
教
授
・
漆
原
敏
之
）
�

二
二
〇
名
�
・
�
電
話
で
、
同

館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１
へ

働
く
方
の
た
め
の
ジ
ョ

イ
フ
ル
教
養
講
座

　

�
・
�
右
下
表
の
と
お
り
�

時
場

内

師
費

定

申

問

�
科
学
館
研
究
発
表
会
＆
講
演
会 

め
ざ
せ
未
来
の
科
学
者

時

場
内

定

申

問

時

内

場

〈働く方のためのジョイフル教養講座〉

費　用講　　師内　　　容日　　　　時講座名
（定員）

１５００円
ＮＰＯ法人さ
らプロジェク
ト講師

Aコース＝パソコン
に初めて触れる人の
ための体験コース／
BCコース＝A修了
者およびＩＴ基礎講
習修了者のための発
展コース

Aコース
　　＝１月３０日～２月１日
Bコース＝２月１３日～１５日
Cコース＝２月２０日～２２日
※いずれも木曜～土曜
　木・金曜日＝午後６時３０分
　～８時３０分／土曜日＝午
　前１０時～午後３時

パソコン
入　　門
（各１２名）

２２００円萩原ロザリン
初心者を対象に、日
常生活に役立つ英会
話を学びます

１月７日～３月１８日の毎週
火曜日（２月１１日・２５日を
除く・計９回）午後６時３０
分～８時３０分

英 会 話
入　　門
（２５名）

２５０円田渕とみえ

中国の健康体操で、
心とからだの健康を
養いましょう。スト
レス解消に有効

１月１７日～２月１４日の毎週
金曜日（計５回）午後６時
３０分～８時３０分

気功入門
（３０名）

※費用は教材費など。

〈科学館研究発表会　めざせ未来の科学者〉
発　　表　　者作　品　名

東田中学校１年　田中　雅士エアコン室外機専用排水利用型
空気冷却器

杉森中学校２年　岡垣　　優坂を登るロボット
天沼中学校２年　中野　智恵形による強さのちがい
西宮中学校２年　谷口　友梨日傘の効果について
高南中学校３年
　　　　　　　山口　ゆかりウキクサの増殖についての研究

高井戸中学校２年
　　　　　　　　浅野　理沙生活排水が及ぼす植物への影響

「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

�

�

�

�
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���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
利
用
期
間
＝　

年
３
月

１５

１
日
〜　

年
２
月　

日
ま

１７

１５

で
。
た
だ
し
、
井
草
第
二
・

善
福
寺
農
園
に
つ
い
て
は　
１６

年
２
月　

日
ま
で
の
利
用
と

１５

な
り
ま
す
▽
所
在
地
・
区
画

数
＝
下
表
参
照
▽
利
用
区
画

＝
一
世
帯
に
つ
き
一
区
画

（
約
一
〇
�
）
�
区
内
在
住

（
住
民
登
録
し
て
い
る
方
）

で
、
耕
作
意
欲
が
あ
り
、
耕

作
で
き
る
土
地
を
持
た
な
い

世
帯
�
一
年
に
つ
き
三
〇
〇

〇
円
�
募
集
案
内
（
区
役
所

内

対

費申

東
棟
三
階
都
市
農
業
係
、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
荻
窪
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
に
あ
り
ま

す
）
の
中
の
申

込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、

　

月　

日
（
消

１２

１６

印
有
効
）
ま
で

に
都
市
農
業
係

へ
�
同
係
�
�

申
し
込
み
は
一

世
帯
に
つ
き
一

通
に
限
り
ま
す

問

他

�
他
人
の
名
義
を
借
り
た
不

正
申
し
込
み
は
禁
止
し
ま
す

区区区区区区区区区区区区区区区区
民民民民民民民民民民民民民民民民
農農農農農農農農農農農農農農農農
園園園園園園園園園園園園園園園園
でででででででででででででででで
土土土土土土土土土土土土土土土土
をををををををををををををををを
耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕

区
民
農
園
で
土
を
耕

しししししししししししししししし
てててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかか

し
て
み
ま
せ
ん
か

募集募集

〈区民農園〉
区画数所　在　地農園名
９４宮　　前２‐２４宮 前
１０３井　　草３‐１３井 草 第 二
１６５井　　草２‐１２井 草 第 三
２７１上 井 草３‐２５上 井 草
８７今　　川４‐１８今 川
１０４善 福 寺３‐２７善 福 寺
３３２南 荻 窪２‐１５南 荻 窪
１３１浜 田 山４‐３２浜田山第二
１４１下高井戸５‐４下 高 井 戸
１０９高井戸東１‐１０高 井 戸 東
４２３久 我 山２‐７久 我 山
３６久 我 山３‐３７久我山第二

（注）A区画数は予定B久我山第二は新設の農園
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保
育
補
助
ア
ル
バ
イ
ト

　

�
期
間
＝　

年
１
月
６
日
〜

１５

３
月　

日
�
こ
ど
も
発
達
セ
ン

３１

タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
園
（
高
井
戸
東

１
―　

―
５
）
�
勤
務
日
・
時

１８

間
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
３
時　

分（
一
日
六
時
間
）

４５

▽
応
募
資
格
＝
保
育
士
な
ど
の

有
資
格
者
で
勤
務
経
験
の
あ
る

　

歳
未
満
の
方
▽
募
集
人
数
＝

４０一
名
▽
時
給
＝
一
〇
六
〇
円

（
交
通
費
支
給
な
し
）
�
・
�

電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー
�
５
３

１
７
‐
５
６
６
１
へ

�
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課 

訪
問
指
導
員

　

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

高
齢
者
の
家
庭
を
訪
問
指
導
し

た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど
で

の
健
康
管
理
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

�
▽
勤
務
時
間
＝
週
一
回
か

ら
（
応
相
談
）
▽
資
格
＝
看
護

師
ま
た
は
保
健
師
▽
募
集
人
数

＝
若
干
名
�
電
話
で
、　

月　
１２

１６

日
ま
で
に
同
課
保
健
指
導
担
当

へ
�
同
係

�
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

協
力
会
員
・
利
用
会
員

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助

け
が
で
き
る
方
（
協
力
会
員
）

時

場

内

申

問

内

申

問

が
地
域
の
中
で
、
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
欲
し
い
方
（
利
用

会
員
）
の
援
助
を
す
る
会
員
制

の
組
織
で
す
。

　

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る

の
は
、
基
本
的
に
協
力
会
員
の

お
宅
で
す
。
謝
礼
は
一
時
間
八

〇
〇
円
（
平
日
）
で
す
。
関
心

の
あ
る
方
は
、
会
員
に
な
る
前

に
説
明
会
に
必
ず
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◇
説
明
会
の
開
催

　

�
・
�　

月　

日
�
＝
浜
田

１２

１７

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

▽　

年
１
月
９
日
�
、
２
月　

１５

１５

日
�
＝
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前　
１０

時
〜
正
午
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐
７
１

７
７

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機 

購
入
費
助
成
の
追
加
募
集

　

�
助
成
金
額
＝
本
体
購
入
価

格
の
二
分
の
一（
上
限
二
万
円
）

�
区
内
の
販
売
店
で　

年
６
月

１４

１
日
以
降
に
購
入
し
た
方
、
ま

た
は
購
入
予
定
の
方
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
�
区

内
在
住
�
購
入
し
た
生
ご
み
処

理
機
を
区
内
で
継
続
し
て
使
用

で
き
る
�　

年
度
中
に
コ
ン
ポ

１４

ス
ト
容
器
購
入
費
の
助
成
を
受

け
て
い
な
い
�　

年
度
中
に
す

１４

で
に
同
一
世
帯
内
で
当
助
成
を

受
け
て
い
る
方
が
い
な
い
�
若

干
名
（
抽
選
）
�
往
復
ハ
ガ
キ

に
購
入
（
予
定
）
機
種
、
購
入

理
由
を
書
い
て
、　

月　

日（
消

１２

２５

印
有
効
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
へ
。
当
選
通
知
を
受
け

た
後
に
、
領
収
書
ほ
か
必
要
書

類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
�
同
係
�
生
ご
み
処
理
機
と

時

場
申

問内
対

定

申

問

他

は
、
生
ご
み
を
温
風
乾
燥
や
微

生
物
分
解
な
ど
で
減
量
・
消
滅

さ
せ
る
機
器
で
、
た
い
肥
化
で

き
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す

私
道
街
路
灯
電
気
料
を
助
成

　

町
会
や
自
治
会
な
ど
が
私
道

上
に
設
置
し
た
街
路
灯
で
、
公

共
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

電
気
料
を
助
成
し
ま
す
。

　

�
・
�　

月　

日
ま
で
に
電

１２

２０

話
で
、
維
持
課
街
路
灯
係
�
３

３
１
５
‐
４
１
７
８
へ

�国
民
健
康
保
険
料
夜
間

納
入
窓
口
の
開
設

　

「
平
日
の
昼
間
に
金
融
機
関

に
行
く
時
間
が
な
か
な
か
と
れ

な
い
」
と
い
う
方
の
た
め
に
、

夜
間
納
入
窓
口
を
開
き
ま
す
。

　

�　

月　

日
�
午
後
５
時
〜

１２

１３

９
時
�
区
役
所
本
庁
（
青
梅
街

道
沿
い
の
正
面
ス
ロ
ー
プ
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
）
�
国
民
健

康
保
険
課
収
納
係
�
来
庁
の
際

に
は
、
必
ず
納
付
書
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い

外
国
籍
の
方
も
区
の
職
員
に

　

杉
並
区
職
員
採
用
選
考
の
う

ち
、
次
の
職
種
は
外
国
籍
の
方

も
受
験
で
き
ま
す
。

▽
社
会
教
育
、
心
理
、
福
祉

（
保
育
士
・
児
童
指
導
を
含

む
）、
医
療
技
術
系
（
診
療
放
射

線
・
歯
科
衛
生
士
・
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
栄
養
士
・

看
護
師
な
ど
）、
技
能
系

　

こ
の
ほ
か
、
特
別
区
人
事
委

員
会
で
試
験
を
行
い
、
各
区
に

採
用
さ
れ
る
保
健
師
、
福
祉
な

ど
も
同
様
に
受
験
で
き
ま
す
。

　

受
験
資
格
の
詳
細
は
、
受
験

申

問

時
場

問
他

受
付
期
間
に
配
布
す
る
各
選
考

の
実
施
要
綱
・
試
験
案
内
に
掲

載
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
に
よ
っ
て
募
集

す
る
職
種
は
異
な
り
ま
す
。

　

�
職
員
課
人
事
係

�
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
の
方
へ 

敬
老
会
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

敬
老
会
館
で
は
、
定
期
的
に

利
用
を
希
望
す
る
団
体
を
対
象

に
、一
年
に
一
回
抽
選
を
行
い
、

翌
年
度
一
年
間
の
敬
老
会
館
の

使
用
枠
を
決
め
て
い
ま
す
。
今

年
も
次
の
と
お
り
、　

年
度
分

１５

の
敬
老
会
館
の
団
体
利
用
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

�
利
用
で
き
る
団
体
＝　

歳
６０

以
上
の
区
民
が
構
成
員
の
八
割

以
上
で
あ
り
、
五
人
以
上
で
構

成
す
る
団
体
。
た
だ
し
、
五
人

未
満
で
も
抽
選
後
の
空
き
枠
を

使
用
で
き
ま
す
の
で
申
請
を
お

勧
め
し
ま
す
▽
申
請
期
間
＝　
１２

月
２
日
�
〜　

年
１
月　

日
�

１５

１０

▽
使
用
料
＝
無
料
▽
申
請
先
＝

使
用
を
希
望
す
る
敬
老
会
館
▽

抽
選
日
＝　

年
２
月
（
敬
老
会

１５

館
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
�
・

�
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�
３
３
３
１
‐
９
２
１
１
ま
た

は
各
敬
老
会
館
へ

子
ど
も
区
議
会
の
開
催

―
み
ん
な
で
つ
く
る 

私
た
ち
の
ま
ち
杉
並

　
　

世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

２１
の
意
見
を
聴
き
、
区
政
運
営
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
方

自
治
や
議
会
の
し
く
み
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
開
催
し
ま

す
。
議
会
の
様
子
は
傍
聴
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京
（
２
チ
ャ
ン

問内

申

問

ネ
ル
）
で
生
中
継
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

�　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１０

４
時
�
区
議
会
議
場
�
参
加
者

＝
区
立
小
学
校
四
四
校
、
私
立

小
学
校
一
校
の
児
童
�
区
政
相

談
課

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

�　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１２

１２

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
建
築
課

建
築
監
理
係
�
図
面
な
ど
が
あ

る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い

�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー 

「
心
の
相
談
」時
間
を
延
長

し
ま
す

　

女
性
臨
床
心
理
士
が
担
当

し
、
予
約
制
で
毎
週
水
曜
日
の

午
後
１
時　

分
〜
４
時
ま
で
行

３０

っ
て
い
る
心
の
相
談
（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
）
を
、　

月
か
ら
４

１２

時　

分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

３０

　

�
相
談
の
予
約
＝
相
談
専
用

�
３
３
９
３
‐
４
７
１
３
（
火

〜
土
曜
の
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
）
�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

�
医
療
関
係
者
の
年
末
届 

１
月　

日
ま
で
に
届
出
を

１５

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

な
ど
医
療
関
係
の
資
格
を
お
持

ち
の
方
は
、　

月　

日
現
在
の

１２

３１

状
況
を
隔
年
で
届
け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
そ

の
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
と
届
出
先

　

す
べ
て
の
医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
の
方
＝
住
所
ま
た
は
就

業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
／
業

時
場

内問

時
場

申

問

他

内
問

務
に
従
事
し
て
い
る
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の

方
＝
就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健

所◇
届
出
期
日

　
　

年
１
月　

日
�
ま
で
。
届

１５

１５

出
用
紙
は
杉
並
保
健
所
生
活
衛

生
課
管
理
係
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）
に
あ
り
ま
す
。

　

�
同
係
�
３
３
９
１
‐
１
９

９
１

家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ
ー

受
講
料
の
助
成

　

家
族
介
護
の
経
験
を
い
か
し

て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働

く
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
訪

問
介
護
員
養
成
研
修
の
受
講
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

�
申
込
資
格
＝
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
方
�
区
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
申
請
時
過
去

一
年
間
に
三
親
等
内
の
親
族

（　

歳
以
上
の
介
護
保
険
一
号

６５
被
保
険
者
）
を
三
カ
月
以
上
介

護
し
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
し

て
い
た
方
�　

年
度
中
に
訪
問

１４

介
護
員
養
成
研
修
二
級
ま
た
は

三
級
課
程
を
受
講
し
修
了
認
定

を
受
け
た
方
�
区
内
で
訪
問
介

護
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
方
▽
助
成
額
＝
上
限
三
万

円
（
た
だ
し
受
講
料
に
教
材
費

を
含
む
場
合
は
、
教
材
費
を
差

し
引
い
た
額
）
�
二
〇
名
（
先

着
順
）
�
�
印
鑑
�
受
講
料
の

領
収
書
（
教
材
費
な
ど
の
金
額

が
わ
か
る
も
の
）
�
修
了
証
明

書
�
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
�
振
込

み
先
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
（
郵
便
局
は
不
可
）
を
添

え
て
、保
健
福
祉
部
管
理
課（
区

役
所
東
棟
三
階
）
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
�
同
課

問内

定

申
問

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◇
抽
せ
ん
方
式

�
単
身
者
向　
　

五
〇
〇
戸

　
　

歳
以
上
の
方
、
身
体
障

５０
害
者
手
帳
四
級
以
上
の
方
な

ど�
単
身
用
車
い
す
使
用
者
向

　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
戸

　

住
宅
内
の
移
動
に
車
い
す

を
必
要
と
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
二
級
以
上
の
障
害
者

�
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

単
身
者
向　
　
　
　

五
三
戸

二
人
世
帯　
　
　
　

二
四
戸

　
　

歳
以
上
の
方

６５
�
多
家
族
世
帯
向　

四
二
戸

　

五
人
以
上
の
世
帯
（
一
部

四
人
以
上
）　

�
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
戸

　

同
居
親
族
が
全
員　

歳
未

４０

満
で
あ
る
こ
と

�
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ

ァ
ミ
リ
ー
）　
　
　

一
八
戸

　

同
居
親
族
が
全
員　

歳
未

４０

満
で
、
か
つ
夫
婦
の
み
ま
た

は
夫
婦
お
よ
び
子
の
世
帯

◇
ポ
イ
ン
ト
方
式

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
度
合

の
高
い
世
帯
か
ら
順
に
登
録

し
、
住
宅
を
あ
っ
旋
す
る
も

の
で
す
。

�
ひ
と
り
親
世
帯
四
四
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１４（２００２）年１２月１日（日曜日）

�

e第５８回杉並区民ロードレース大会（兼区郡市対抗都民駅伝予選会）
　�１月１９日∂午前９時～午後１時（区共催）�善福寺池周辺コース�区内在
住・在勤・在学の方�種目＝A１０‹（男子＝１８～２９歳・３０～３９歳・４０～４９歳）午
前１０時スタートB５‹（男子＝高校生・５０～５９歳・６０～６９歳・７０歳以上／女子＝
高校生・１８～２９歳・３０～３９歳・４０～４９歳・５０～５９歳・６０歳以上）午前１１時スター
ト�１０００円（高校生５００円）（保険料含む）。郵便局「００１００‐２‐１４０８１１杉並陸上
競技協会」へ振込み�・�所定の申込用紙（区立体育施設、地域区民センター、
区民事務所にあります）に必要事項を書いて、１２月２０日（必着）までに区陸上競
技協会・古山正美（〒１６６‐００１５成田東４‐２４‐９@３３１２‐５６２３）へ郵送
e新日本スポーツ連盟卓球大会シングルス戦
　�１２月２３日¥午前９時～午後７時（１部は男子・女子とも午後１２時３０分受付・
区後援）�荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）�区内在住・在勤・在学の方�１６０名
�１０００円（高校生以下８００円）。郵便局「００１００‐９‐３９５６８０新日本スポーツ連盟
杉並卓球協議会」へ振込み�・�ハガキ（４面記入例参照）に選手名、クラブ名
（あれば）、希望クラス（１部＝上・中級／２部＝初級／３部＝初心者）も書い
て、１２月１０日（必着）までに新日本スポーツ連盟・小林章子（〒１６６‐００１３堀ノ
内３‐４５‐１@３３１３‐３５１０）へ（先着順）�先着にもれた方は後日参加費をお返
しします
e都民体育大会予選会兼杉並リーグ
◇サッカー
　�１月２６日～３月３０日の日曜・祝日、午前９時～午後５時�井草森公園運動場
（井草４‐１２‐１）、上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）、下高井戸運
動場（下高井戸３‐２６‐１）�区内在住・在勤で１８歳以上の男子（高校生以下は
除く）で編成され、区サッカー連盟に加盟するチーム�１チーム１万５０００円�・
�連盟未加盟チームは電話で、１２月２０日までに区サッカー連盟・大槻@３３１１‐２７６３
（午後７時～１１時）へ。既加盟チームは連盟より連絡します

e卓球　○す 教室番号１５０４
　�１月１４日～３月１１日の毎週火曜日、午後７時～９時（計８回）�大宮前体育
館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�１６００
円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）まで
に大宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ�同体育館@３３３４‐４６１８
eバドミントン　○す 教室番号１５０５
　�１月１６日～３月６日の毎週木曜日、午後７時～９時（計８回）�大宮前体育
館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�２４００
円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）まで
に大宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ�同体育館@３３３４‐４６１８
e初心者水泳　○す 教室番号１５３１
　泳げない方を対象に、水慣れ、浮くこと、呼吸のリズムから覚えます。
　�１月２７日～２月２１日の毎週月・金曜日、午後７時～９時（計８回）�上井草
スポーツセンター�区内在住・在勤・在学で１６歳以上６０歳未満の方�３２名（抽
選）�３７００円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日
（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ�
同センター@３３９０‐５７０７�託児（３歳～就学前）あり
e知的障害者アクアエクササイズ　○す 教室番号１５３４
　遊びを取り入れながら、水に慣れ親しんでいきます。
　�１月１８日～３月８日の毎週土曜日、午後２時～４時（計８回）�上井草スポ
ーツセンター�区内在住・在勤・在学の知的障害のある方�４０名（抽選）�無
料�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）まで
に上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ�同センター@

３３９０‐５７０７�託児（３歳～就学前）あり
e泳法別水泳　○す 教室番号１５４０
　�１月２１日～３月１８日の毎週火曜日（２月４日、１１日、３月４日は除く）、午
後７時～９時（計６回）�杉並第十小学校温水プール�区内在住・在勤・在学で
１６歳以上のクロールで２５ｍ以上泳げる方�６０名（抽選）�３０００円�往復ハガキ
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（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）までに杉並第十小学
校温水プール（〒１６６‐００１２和田３‐５５‐４９）へ�同プール@３３１８‐８７６３
eラージボール卓球　○す 教室番号１５４２
　�１月１７日～２月２１日の毎週金曜日、午前１１時～午後１時（計６回）�高円寺
体育館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�
１３００円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）
までに高円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ�同体育館@３３１２‐
０３１３�A託児（３歳～就学前）ありB車およびバイクでの来館はできません
eパドルテニス（高円寺体育館）　○す 教室番号１５４８
　�１月２１日～３月４日の火曜日、午後７時～９時（計６回）�高円寺体育館
�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の経験２年以上の方�３０名（抽選）�１４００円�
往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）までに高
円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ�同体育館@３３１２‐０３１３�A

託児（３歳～就学前）ありB車およびバイクでの来館はできません
eバウンドテニス　○す 教室番号１５６２
　�１月１７日～３月７日の毎週金曜日、午後１時～３時（計８回）�荻窪体育館
�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�１６００円
�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）までに
荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ �同体育館@３２２０‐３３８１�託児
（３歳～就学前）あり
eパドルテニス（妙正寺体育館）　○す 教室番号１６０４
　�１月２０日～３月１０日の毎週月曜日、午後１時～３時（計８回）�妙正寺体育
館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�３０名（抽選）�１６００
円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２日（必着）まで
に妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ�同体育館@３３９９‐４２２４
eインディアカ　○す 教室番号１６３６
　�１月１４日～３月１１日の毎週火曜日（祝日は除く）、午後３時～５時（計８回）
�上井草スポーツセンター�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者
�４０名（抽選）�１６００円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、
１２月１２日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐
１）へ�同センター@３３９０‐５７０７�託児（３歳～就学前）あり
eバレーボール　○す 教室番号１６３９
　�１月２０日～２月２４日の毎週月曜日、午後１時～３時（計６回）�上井草スポ
ーツセンター�区内在住・在勤・在学で１６歳以上のバレーボール中級者�４０名
（抽選）�１８００円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１６
日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ
�同センター@３３９０‐５７０７�託児（３歳～就学前）あり
e太極拳　○す 教室番号１６４９
　�１月１７日～２月２１日の毎週金曜日、午前１１時～午後１時（計６回）�上井草
スポーツセンター�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名
（抽選）�１０００円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１２
日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ
�同センター@３３９０‐５７０７�託児（３歳～就学前）あり
e初心者区民スキー教室
　�１月２３日∫～２６∂（３泊４日・午後７時集合・夜発）�菅平高原スキー場
（長野県）�区内在住・在勤・在学の初心者・初級者（高校生以下を除く）�６４
名（抽選）�２万９０００円（バス代・宿泊代・保険料など）その他リフト券代、レ
ンタル代（希望者のみ）、昼食代などが必要です�往復ハガキ（４面記入例参照・
２名まで連記可）に生年月日、スキーの程度（初心者・初級者）、レンタル（A

３点セット（板・ストック・靴）＝身長・靴のサイズBウエア＝Ｓ・Ｍ・Ｌ・Ｌ
ＬC小物（手袋・ゴーグル・帽子）希望者は用具名とサイズも書いて、１２月１３日
（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２み
なみ阿佐ケ谷ビル８階）へ�同財団@３３１２‐２１１１（区代表）
eいきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（A成人病予防BシェイプアップC体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　�１２月１５日∂午前９時～午後６時�上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０組（個人
およびペア可）�４００円（入場料）�電話で、希望受付時間（受付時間は午前９
時～２０分毎に１組）を上井草スポーツセンター@３３９０‐５７０７へ（先着順）�同セ
ンター�受付からアドバイス終了まで約１時間かかります
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※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、１２月１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。

スポーツ教室　○す …すぽーつねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます
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る
方
�
区
内

在
住
の　

歳
以
上
の
方
�
Ｗ
ｉ

６０

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
お
よ
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
操
作
の
経
験
が
あ
り
、

人
に
教
え
た
い
と
い
う
意
欲
の

あ
る
方
�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
、講
習
終
了
後
、

パ
ソ
コ
ン
講
師
と
し
て
就
業
で

き
る
方
�
一
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）
�
五
名
（
Ｅ
メ
ー
ル

に
よ
る
一
次
選
考
後
、
面
接
に

よ
り
決
定
）
▽
面
接
日
＝　

月
１２

　

日
�
（
時
間
は
一
次
選
考
の

２４結
果
と
共
に
通
知
）
▽
会
場
＝

同
分
室
�
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
タ
イ

ト
ル
を
「
講
師
養
成
コ
ー
ス
受

講
希
望
」と
し
て
、住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
の
み

を
記
載
し
、　

月
９
日
ま
で
に

１２

s
u
g
i-s
im
iz
u
@
s
jc
.n
e
.jp

� �

時

場対

費
定

申

へ
。
折
り
返
し
一
次
選
考
問
題

（
回
答
締
切　

月　

日
）
を
お

１２

１３

送
り
し
ま
す
�
タ
イ
ト
ル
「
講

師
養
成
コ
ー
ス
問
合
せ
」
と
し

て
、
同
ア
ド
レ
ス
へ

�
囲
碁
講
座
（
初
心
者
コ

ー
ス
）

　

�　

年
１
月
９
日
〜
３
月　

１５

２７

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
�
シ
ル
バ
ー
人

３０

材
セ
ン
タ
ー
方
南
分
室
�
シ
ル

バ
ー
銀
の
石
同
好
会
高
段
者
�

一
九
八
〇
円（
一
カ
月
四
回
分
）

�
二
〇
名
（
抽
選
）
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月　

日
ま
で
に
方
南
分
室

１２

２０

（
〒　

‐
０
０
６
２
方
南
１
―

１６８

３
―
４
）
へ
�
同
分
室
�
３
３

２
３
‐
１
４
２
０

�
就
業
支
援
講
習
「
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
」

　

�
２
月
４
日
�
〜　

日
�
午

１４

前　

時
〜
午
後
４
時（
七
日
間
）

１０
�
東
京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン

タ
ー（
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
内
）

�　

歳
以
上
で
、
�
杉
並
区
シ

６０
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規

入
会
し
、
就
業
で
き
る
方
�
若

干
名
（
選
考
）
�
無
料
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入
例
参
照
）

に
生
年
月
日
も
書
い
て
、　

月
１２

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
	
東
京

１７都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団
（
〒

　

‐
０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田

１０２橋
３
―　

―
３
）
へ
�
同
財
団

１０

�
５
２
１
１
‐
２
３
２
７

問

時

場

師

費

定

申

問

時
場対

定

費

申
問

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

９月～１０月のご寄付
��������	
�

（敬称略・順不同）

　【みどりの基金】�杉並明る
い社会づくりの会会長・八方俊
夫＝１００，０００円�みどりの基金
友の会代表・山室京子＝２５，７８０
円【福祉】すぎなみ青い鳥＝

５００，７５０円
�中川浩司
＝１６０，０００
円【公共事
業に活用】
�中田和夫
＝ 土 地
１７８６．９１fl（写真）
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平成１４（２００２）年１２月１日（日曜日）

緊緊急急医医療療のの案案内内
休日などの急病診療など

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください。

東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分
（小児科のみ）

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

●日曜・祝日…午前９時～午後５時

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分
●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

� �３３９１－１５９９外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�３３９８－５６６６歯 科 �

�３３９１－５５３９調 剤 薬 局 �

力
を
得
て
の
相
談
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

◇
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
各
福

祉
事
務
所
へ　
　
　
　
　

　

東
＝
高
円
寺
南
２
―　

―　
２４

１８

�
５
３
０
６
‐
２
６
１
１　

５
FAX

３
０
６
‐
２
６
２
０
▽
西
＝
天

沼
３
―　

―　

�
３
３
９
８
‐

３０

４０

９
１
０
４　

３
３
９
８
‐
９
５

FAX

９
８
▽
南
＝
高
井
戸
東
４
―　
１０

―　

�
３
３
３
２
‐
７
２
２
１

２６

　

３
３
３
５
‐
５
６
４
１
／
受

FAX付
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
（
土
・
日
曜
、
祝
日
、

　

月　

日
〜
１
月
３
日
は
休

１２

２９

み
）

※
野
宿
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
が
野
宿
の
生
活
を

や
め
た
い
と
き
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
保
護
を
受
け
る
に
は

　

生
活
保
護
を
受
け
る
に
は
、

ま
ず
そ
の
世
帯
が
持
つ
能
力
に

応
じ
た
最
善
の
努
力
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
働
け
る
人
は
、
能
力
に
応
じ

て
働
い
て
く
だ
さ
い
。

・
貯
金
や
土
地
、
家
屋
な
ど
の

資
産
は
、
生
活
の
た
め
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

・
親
、
兄
弟
、
子
ど
も
の
援
助

を
受
け
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
。

・
年
金
や
各
種
手
当
な
ど
、
他

の
法
律
に
よ
る
給
付
を
優
先
し

て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
可
能
な
限
り

行
い
、
そ
れ
で
も
生
活
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
保
護
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

◇
気
軽
に
ご
相
談
を
！

　

ま
ず
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
近
く
の
民
生
委
員
の
協

　

生
活
保
護
制
度
は
、
病
気
や

高
齢
な
ど
で
生
活
費
や
医
療
費

に
困
っ
た
と
き
に
最
低
限
度
の

生
活
を
保
障
し
、
自
立
を
援
助

す
る
た
め
の
制
度
で
、
生
存
権

を
保
障
す
る
憲
法
の
理
念
を
具

体
化
し
た
も
の
で
す
。

　

生
活
保
護
は
、
世
帯
の
収
入

が
国
の
決
め
た
保
護
基
準
を
下

回
る
場
合
に
、
不
足
す
る
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
生
活
扶
助
の

他
に
、
住
宅
、
教
育
、
介
護
、
医

療
、
出
産
、
生
業
、
葬
祭
の
扶

助
が
あ
り
、
世
帯
の
構
成
や
収

入
に
応
じ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

◇
生
活
に
困
っ
た
と
き
は
ご
相

談
く
だ
さ
い

・
世
帯
の
稼
ぎ
手
が
病
気
な
ど

で
働
け
な
い
と
き

・
家
族
が
入
院
し
医
療
費
の
支

払
い
で
生
活
費
が
ね
ん
出
で
き

な
い
と
き

・
年
金
受
給
権
が
な
い
か
年
金

額
で
は
生
活
が
困
難
な
と
き

・
家
賃
滞
納
な
ど
で
住
む
家
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

・
失
業
後
就
職
活
動
を
行
い
、

ど
う
し
て
も
職
に
就
け
な
い
と

き

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１２月のクリーンサイクルの販売日
　１２月７日º、自転車販売協力店で。申し
込み多数の場合は、抽選。１台９０００円（防犯
登録・ＴＳマーク/消費税込み）。協力店に
ついては下記へお問い合わせください。
　�ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２―２０８１/FAX５３８２―２０８３

問
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�

　

東
京
都
で
は
、
今
年
の
６

月　

日
に
国
の
公
害
等
調
整

２６
委
員
会
か
ら
な
さ
れ
た
原
因

裁
定
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た

方
々
の
う
ち
、
健
康
被
害
者

と
し
て
都
が
認
定
し
た
方
に

対
し
損
害
賠
償
を
行
い
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
原
因
裁
定
に

お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
な
い

方
々
に
つ
い
て
も
、
同
様
の

健
康
被
害
者
と
し
て
都
が
認

定
し
た
方
に
対
し
て
は
、
損

害
賠
償
を
行
い
ま
す
。

　

認
定
の
基
準
や
申
請
に
必

要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
区
民
事
務

所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
井
草

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
下
井

草
図
書
館
、
柿
木
図
書
館
、

井
草
森
公
園
管
理
事
務
所
、

杉
並
中
継
所
、杉
並
保
健
所
、

区
環
境
課
で
配
付
中
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

損
害
賠
償
を
請
求
す
る
方

は
、　

月　

日
ま
で
に
都
の

１２

２７

窓
口
（
左
記
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
の
受
付
期
間

は
、
原
則
と
し
て
、　

年
１

１５

月
６
日
〜
２
月　

日
ま
で
で

２８

す
。

　

�
都
環
境
局
総
務
部
移
管

事
業
調
整
室
�
５
３
８
８
‐

３
４
５
８
ま
た
は
�
５
３
８

８
‐
３
４
６
０

問

◆１月の胃がん検診◆

申 込 方 法対象実施日時会場・定員・費用

希望日の２週間前の火曜
日までにハガキで杉並区
医師会胃がん検診担当
（〒１６６‐０００４阿佐谷南３
‐４８‐８ @３３９２‐４１１４）
へ。問い合わせは、健康
推進課@３３９１‐１０１５へ

３５歳以上
の区民

１月の木・金・
土曜日 
（２～４日お
よび９、１０日
を除く）午前
９時～午前中

保健医療センタ
ー（荻窪５‐２０
‐１）
定員＝４０名
費用＝１０００円

（注）１．４月から検査費用の一部（１０００円）を負担していただくことになり
ました。受診会場でお支払いください。なお、生活保護受給世帯の方
は負担金が免除されます。２．次のA～Dに該当する方は、申し込みを
ご遠慮ください。A胃の手術を受けたことのある方B現在、胃および
十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方C妊娠中の方（または妊
娠の可能性のある方）Dおおむね１年以内に区実施の胃がん検診を受
けた方。３．ハガキ（１人１枚）に「１月の胃がん検診」と明記し、
住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢（１５年３月３１日現在）・受診
希望日を書いてください。申込締切日は必着。４．申し込み多数の場合
は、抽選。受診の可否・受付時間は、後日連絡します。

杉
並
中
継
所
周
辺
に
お
い
て

健
康
被
害
を
受
け
た
方
へ
の

損
害
賠
償
に
つ
い
て

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーカッティングカー
（環境学習用清掃車）のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称の愛称

ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品マイバッグコンテスト入賞作品
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　今後、保育園・幼稚園・小学校などで
環境学習の教材としてお目見えする「ご
みぱっくん」の活躍にご期待ください。
　�清掃事業所�３３１７‐６７７１問

　投票の結果、６名の方の作品が
入賞しました。入賞された方には、
区長から賞状と記念品をお渡しし
ました。なお、作品は区ホームペ
ージでご覧になれます。
　�ごみ減量担当課問
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　環境博覧会でカッティングカーを
展示し、愛称の募集を行った結果、
４００件を超える応募の中から、審査の
結果、愛称は「ごみぱっくん」に決
定しました。
　名付け親の後藤由美子さん、島村
ますみさん、小山悠さん、中村理紗
さん、川野咲乃さん、前田恵子さん・
麻子さんには、区長から感謝状と記
念品をお渡ししました。
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▲名付け親の皆さんとごみぱっ
くん。一緒に記念撮影
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◇最優秀賞（各部門１名）
小・中学生の部
　私立雙葉中学校一年
　　　　　　　　青木　佑さん
一般の部　　阿由葉　泰子さん
◇優秀賞（各部門２名）
小・中学生の部
　杉並第十小学校六年
　　　　　　　小林　容子さん
　高井戸第三小学校四年
　　　　　　　成田　遥河さん
一般の部　　　片瓜　和子さん
　　　　　　　原田　菊江さん

１２月１日�～３１日�
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　皆さんの募金は地域福祉活動の推進に使
われます。昨年は福祉施設・団体の助成や、
ふれあいサロン開設などに活用させていた
だきました。今年も皆さんの「たすけあいの
心」をお寄せください。

�杉並区社会福祉協議会@５３０６‐１０１０問


